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ー51－   
る演技をいう2。（『演劇百科大事典』執筆者・加賀山直三）  
腹芸とは、役になりきるという感情移入の原理にもとづいて、人物の心の動き  



























は二つの問題点を指摘しておきたい。   
まず一つめは、「表情」の問題である。加賀山は「表情」も外面的なものの一つ  




























































































洋近代の演技術に近いものであるという感覚にさせているのではないだろうか。   
では、上記のような演技観をもつ団十郎は、どのような稽古をしていたのか。次  
に団十郎の稽古についての証言を見てみよう。   
Lほぉ   此演劇の稽古には一定の順叙があって、歌舞伎座などは、普通一週間は賛すの  
ー55－   
つlナぴとなへ  である、先づ初め五日間は書抜の譲合せで六日目に附日と名将て1俳優は書抜  
しぐさてうさごノとな  を暗記して、其動作を演て見せる、‥・（中略）・‥次の最終の日を綿浬へと稀へ   
て、舞轟に於て為す如く、狂言方は拍子木を打ち、磯子方は鳴物を入れ俳優  
Lぐさせりふヽ  は科白ともに眞面目に舞轟と同じやうに演じるのである。先づ稽古の順序はぎ  




























一56－   
かたきやく   まづその幕の主人の位置（居どころ）一位と憫定むれば、敵役は其より前五寸  
さがつ・ころばL   乃至八寸位進むべし、女房は主人公より少し退りたるをよしとす、和事師に至  
さか   りては一尺ばかりも過るべし三枚目道化方は位置きまらねど、時によりては  
か／＿きヤくさてよL   敵役より前に出ることもあるなり、拇又た荒事師に至りては舞盛際に出るを可  
ひ±とほ   とす、尤もこれ普通りの定めなれど、其他臨機應欒にて色々に攣ること多し、  
カたきやノはなにつきをにつら  同じ敵疫にても師直は極端まで出るが好く、仁木は鬼貫を前に出して自分は後  
1｛芸よしはな  ろへ迫るを可とす又た女形にても女郎は極端へずつと出るがよし、女郎にても  
















の技術の一つである「憫定」について解説しているところである。   
ヽヽ   

















そのような身体をもつことを前提としていたということを見逃してはならない。   
さらに、団十郎が俳優に必要だと語っているものは舞踊である。団十郎は舞踊の  
名手でもあった。   
まことヤくLヤかなをどりほんとう  眞に俳優たらむと欲するものに、なくて適はぬは舞踊なり、・・・（中略）…眞賓  
をどりできをどl）   に舞踊を為すものは、是非幼少の折より心掛けねば能るものにはあらず、舞踊  








まれ、幼少から歌舞伎の教費を身につけてきた人間のものであったのである。   
団十郎が、舞踊を身につけるためには幼少の折から稽古しなければならないと  
言っていることも重要である。団十郎は一時期、俳優学校の建設を考えていたこと  





の演劇史でキーワードになる「素人」が入り込む隙間はなかったのである。   
団十郎が子供に対して行う稽古は、非常に厳しいものであった。彼は、五代目菊  
























解を考察することは重要なことであろう。   
まずは、団十郎の芸談を直に聞くことができた立場にいた人物の「肛芸」観から  
見てみよう。松翁は、『団州官話』に収められた「団十郎と菊五郎」という文章の  
かたち 中で、日本の俳慶について述べている。そこでは、日本の俳優の長所は「態度」で かたち  
あるとされる。ここでの「態度」とは、舞踊の稽古によって習得した形をつける技  




－59－   
彼は団十郎が思想をもってtlる点を大きく評価しているのである。  
はらIjJノ  では、「思想」とは何か。松翁はその「思想」の具体例を示していないが、前後  
lユ▲一 の文章から推察しよう。松翁は、団十郎と菊五郎を比較し、団十郎は「思想」の出  
かたら 来た俳優であり、菊五郎は「態度」の優れた俳優であると述べ、両者が役に接する  
とき最初にすることは、団十郎の場合は「肺肝」を捉えることであり、菊五郎の場  
合は「外貌」を身につけて「英人の形」に扮しようとすることであると述べる。前 iJ∴  
後の文脈からいっても、「思想」と「肺肝」は、ほぼ同じ意味であると考えること  
ができ、その「肺肝」については具体的に言及しているところがある。団十郎が歴  








































張する文章の中で、団十郎の演技を次のように回想している。   
なか   二百年の永の歳月、偏へに形式の影をのみ追ふて、其表情の方式をたゞ複雑に、   
煩頓に、又誇大にとのみ力めて居た歌舞伎の劇風をバ、卿の  
もと   本に還らしめ、そが表現の法も。成るべく単純に、簡素に、自然にと工風した。  


















を人士 二点である。四代目瀬川如皐は、「婦女子供」には晶層の俳優があり、年に－、二  
度しか見ないから、俳優が間違った台詞を言おうとも無我夢中で見ていたと語って  
いる28。「昔の見物」は、役よりも俳優を見ていたのであり、そのときに役の複雑な  

















は皆、「内面」という問題に直面したのである。   













を演劇を取り巻く様々な状況の中で考えることは有意義なことである。   
団十郎は芸談の中で、「顔」について次のように語っている。   
おLろいぬはじめ   其後白粉を全く施らずして舞壷に出るやうになりたるはわれら最初なり、詮ず  








つくきつぱり 落合芳幾は、「顔の粧りは苦から見ると淡泊として、尤も大阪の役者なぞは今でも 二′Jてり  
濃惇と白く塗りますが、東京では此の自づくりといふのが稀れに成ッて、肉色が大  
















































－64一   
中電灯を「顔」の下から当てて驚かそうとするときの明かりに近いのではないか。  
それは細かな「表情」を見せるという効果よりも、観客に強烈な印象を与える効果  




































































－66－   




















































































2 「腹芸」『演劇百科大事典止（平凡社、1961年）。  
3 今尾哲也『変身の思想j（法政大学出版局、1970年）、232頁。  
4 兵藤裕己『演じられた近代－く国民〉の身体とパフォーマンス』（岩波書店、2005年）、48頁。  
5 今尾哲也『変身の思想J、229買。  




7 池上俊一『歴史としての身体－ヨーロッパ中世の深層を読む』（柏書房、1992年）、208－10頁。  
8 柄谷行人F日本近代文学の起源』（講談社、1988年）、69頁。  
9 神山彰「脚本における「概念」と「性格」一九代目団十郎・学海・遭遇－」、『文芸研究』第56  
号、（明治大学文芸研究会、1987年）、126－27頁。  





－69－   
12 榎本虎彦『桜痴居士と市川団十郎』（国光社、1903年）、31－32頁。以下、引用文中の下線部  
は、すべて執筆者によるものである。  
13 松居松翁「日本演劇革新策」『万朗報』1907年11月22日。  
14 今尾哲也『変身の思想』、231－32頁。  
15 松居松翁綿『団州百話』（金港壁、1903年）、56頁。  
16 郡司正勝「「型」について－かぶきの場合－」『早稲田大学大学院文学研究科紀要』第8号、（早   
稲田大学大学院文学研究科、1963年）、187頁。  
17 石背老人「団十郎史料其一」『歌舞伎』第41号、（歌舞伎発行所、1903年10月）、26頁。  
18 千田定也『近代俳優術』上巻、（早川書房、1949年）、34頁。  
19 桧屠松翁踊『団州百話』、53頁。  
20 樗本虎彦『桜痴居士と市川団十郎』、29頁。  
21尾上栄三郎「名家黄相録（其四十七）」『演芸画報』、（演芸画報杜、1909年12月）、134－41頁。  
22 藤間勘右衛門「名家真相録（其五）」『演芸画報』、（演芸画報杜、1907年8月）、53頁。  
23 松居松翁綿『団州宙話』、165頁。  
24 伊原青々園『市川団十郎』、321頁。  
25 坪内遇遥「九世団十郎」（初出：『太陽』1912年9剛、『退遥遠集』第12巻、（第叩一書席、1977  
年）、392－93員。  
26 桧居桧翁「日本演劇革新策」『万朝報』明治40年10日6日。  
27 坪内道道「括歴劇「桃山謂」の今昔」（初出：『柿の帝』中央公論杜、1933年）『過造選集』別冊  
第4巻、（第一酋屠、1977年）、496頁。  
28 瀬川地車「昔の見物と今の見物」『演芸画報』、（演芸画報社、1915年2月）、139頁。  
29 伊原青々園『市川団十郎』、319頁。  
30 神山彰「「江戸育」と「個性」の間一大正歌舞伎の特質－」。  
31松居松翁編『団州百話』、4－5頁。  
32 小山内薫「劇場茶話（大正九年）」（初出：『新演芸j1920年3日）、『小山内素演劇論全集』箪3  
巻、（未来社、1965年）、85貫。  
33 落合芳幾「幕の内外」、伊原青々園、後藤領外踊印垂玉集』（春陽堂、1906年）、380－81頁。  
34 渡辺保「歌舞伎の身体」、鳥越文蔵、内山美樹子、渡辺保縮『岩波講座歌舞伎・文楽第5巻歌  
舞伎の身体論』（岩波書店、1998年）、19頁。  
35 遠山静雄『舞台照明学』上巻、（リブロポート、1988年）、160－63頁。  
36 神山彰「暗闇の光学」、鳥越文蔵、内山美樹子、渡辺保縮『岩波講座歌舞伎・文楽笥6巻歌舞  
伎の空間論』（岩波書店、1998年）、147－70頁。  
37 舞台照明の歴史については、引用35、36及び立木克彦『舞台照明のドラマツルギー』（リブロ  
ポート、1994年）を参照した。  
38 遠山静雄『舞台照明学』上巻、103亘。  




42 写真メディアについての記述は、岩切信一郎「近代の役者絵」『浮世絵芸術』第114号（国際浮  
－70－   
世絵学会、1995年1月）、小沢健志『幕末・明治の写真』（筑摩書房、1997年）、鹿島酒兵衛「我  
国最初の演劇写真」『新演芸』（玄文社、1921年6月）、郡司正勝「「浮世絵」から「写黄」へ」   
『国文学解釈と教材の研究』第40号（学灯社、1995年）を参照した。  
43 鹿島哨兵衛「我国最初の演劇写真」、80頁。  
44「役者と写其（森山写真師の話）（中）」押春草新報』1903年2月8E㌔  
45 亀井秀雄『身体・この不思議なるものの文学』（れんが書房新社、1984年）、9頁。  
46 明治■大正期における骨相学・観相学の歴史については、引用45及び佐藤達哉、溝口元編吊通  
史日本の心理学』（北大路書房、1997年）、坪井秀人『偏見というまなぎし近代日本の感性』   
（育弓杜、2001年）を参照した。  
47 坪井秀人『偏見というまなぎし近代日本の感性』、46－47頁  
48 四庶「俳優の顔面」『読売新聞』1902年10月5日。  
49 四庶「団十郎の顔面」『読売新聞』1902年10月12、19、26日。  
50 四庶「俳優の顔面」『読売新聞』1902年10月5日。  
51小山内煎「歌舞伎座合評」（初出：『歌舞伎』1905年12月）、『小山内薫演劇論全集』第4巻、  
（未来社、1966年）、54頁。  
－71－   
［写真1］「市川左団次」  
『歌舞伎新報』1895年8月15日  




－72－   
